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患 者 さ ん と 医 療 を つ な ぐ

日本医療機能評価機構
認定第JC1012号

●名古屋･伊勢方面から
近鉄名古屋線「久居駅」下車、
バス榊原車庫前行（下村経由）（七栗記念病院前経由）に乗車し
「七栗記念病院前」下車、徒歩１分
※時間帯によって「七栗記念病院前」を経由しないバスがあります。
　その場合は「七栗記念病院口」下車、徒歩5分
※バス乗車時間約20分、タクシー乗車時間約15分

●大阪・京都方面から
近鉄大阪線榊原温泉口駅下車、タクシー乗車時間約15分

編　集／藤田医科大学七栗記念病院広報委員会
発行人／大高 洋平
〒514 -1295  三重県津市大鳥町424番地1
電　話／059-252-1555（代表）　FAX／059-252-1383
https://nanakuri.fujita-hu.ac.jp
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●伊勢自動車道
久居インターチェンジより7km約10分

中野准教授 ①中野准教授休 診

②交代制 ③交代制伊藤教授

午前：角田講師
午後：④交代制

午前：水野講師
午後：④交代制 ④交代制

金森講師 金森講師金森講師

平野教授
リハビリテーション

（リハビリ一般外来含む）

中野准教授

伊藤教授
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金森講師 金森講師 椎名医師

ACCESS MAP

①内科／土曜日は不定期で休診となる場合があります。 ②③緩和ケア・外科／火曜日は臼井教授・村井教授が交代で診察します。土曜日は緩和
ケア・外科医師が交代で診察します。 ④リハビリテーション科／火曜日・木曜日の午後、土曜日はリハビリテーション科医師が交代で診察します。 入院相談受付は、事前予約が必要です

広報誌ななくり　2026年1月発行

2026年1月5日現在※最新情報はホームページにてご確認ください。

NEWS 病 院 か ら の お 知 ら せ

外来医師担当表 平　日／午前 8:45～11:30　午後1:00～3:00
土曜日／午前 8:45～11:00診療受付時間

皆さんが毎日を
元気で健康に過ごすための
サポートをしていきます！

❶当院スタッフが皆さんの住み慣れた地域に出向き、ご要望いただいたテーマで講演を実施します。

❷ご来場の皆さんの健康チェックや健康相談を受け付けます。

❸看護師や薬剤師など専門スタッフが皆さんのお悩みに直接答えます。

七栗記念病院  総務課／059-252-1555お問い合わせ七栗どこでもまちかど保健室

内　　科

緩和ケア・外科

リハビリテーション科

歯　　科

セカンドオピニオン外来

（一般診療は午前中のみ）

（予約制）

火 木 土水 金月

このたび当院は、病院機能評価「高度・

専門機能：リハビリテーション（回復期）」

の認定をうけました。患者さん中心の医療、

多職種によるチーム医療、質・安全の継続

的改善、専門性の高い医療提供体制、

教育・研究への取り組みなどが高く評価

され、Ⅰ評価（秀でている）を11項目で取得

しました。日頃より支えてくださる地域の

皆さま、そして受審に向け尽力した職員

一人ひとりに深く感謝申し上げます。今後

は退院支援を含む地域・後方連携をさらに

磨き上げ、入院前から退院後まで切れ目

のない支援を実現し、地域の皆さまに

選ばれ続ける病院を目指してまいります。七栗記念病院  大高 洋平 病院長

病院機能評価「高度・専門」の
認定をうけました

大学ブランド広告 第 22 弾

1

（左から）リハビリテーション部 加藤正樹療法士長、
リハビリテーション医学 大高洋平教授（七栗記念病院 病院長）、
保健衛生学部 リハビリテーション学科 田辺茂雄教授

大学ブランド広告の第22弾が11月下旬に中日新聞と日本経済新聞に掲出

され、併せて名古屋鉄道・名古屋市営地下鉄に車内広告が展開されました。

今回は、人の活動を支える

リハビリテーション医学の研

究をピックアップ。食べる・

歩く・考えるなどの日常動作

をデータ化し、小児から高齢

者までの健康と生活を科学

的に支える医療

の実現に挑戦す

る姿を描いてい

ます。



交流事業として春・秋の年２回庭園管理をさせていただき、生徒たちにとってとても

良い実習になっています。普段と違う校外実習ということで緊張感を持って取り組み、

自分たちが作業をしている姿を見られることでいつも以上にやる気を出して

いるように感じます。何より自分たちが手入れをした花壇などを見て職員の方や

患者さんが喜んでくれて、直接｢ありがとう｣と言ってもらえることが一番嬉しい

ようです。今後も可能な限り交流事業を継続させていただければありがたいと

思っております。

平成28年度12月に当院と久居農林高校で「命」をテーマとし連携教職に関する包括協定を締結いたしました。平成29年度には

久居農林高校の学生さんの手によって緩和ケア病棟の中庭が完成し、以降コロナ禍を除き交流が続いています。久居農林高校の

皆さんが元気よく生き生きと花壇の手入れをして下さる姿を、患者さんやご家族は、まるで孫を見るような優しい眼差しで見守ってい

ます。患者さんは、エネルギーにあふれた生徒さんの声を聴き、花壇をきれいにしてもらったお礼を言いたいと病室から出てこられる

方もおられます。丁寧に手入れされた中庭で、患者さんとご家族がお茶をしたり、時には患者さんの誕生日をお花いっぱいの中庭で家族

と一緒に記念撮影される方もいます。このように、緩和ケア病棟にとって中庭は、季節の移り変わりを感じ、家族との大切な時間を

過ごす場所です。このような環境を久居農林高校の皆さんが、継続して提供して下さることをスタッフ一同とても感謝しています。
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久居農林高校の皆さんと、（向かって左）伊藤陽子事務部長、（向かって右）松嶋文子看護部長

七栗記念病院  緩和ケア病棟

大野 礼子 看護長

久居農林高校

平尾 岳之 先生

このたび、福祉宿泊施設・榊原温泉「ラムちゃんパーク湯の瀬」と、食事の飲み込みに

不安を感じている方でも食べやすいお食事について、提携することになりました。噛む

ことや飲み込むことがむずかしい方のお食事は、どうしても見た目が地味になりがちで、

ご家族やご友人と一緒に、食事を十分に楽しめていないと感じておられる方も少なくあり

ません。当院は、リハビリテーションを専門とする病院として、食べやすく、安全で、しかも

「見た目もおいしそう」なお食事づくりに、長年取り組んできました。安全面を大切にしな

がら、彩りや盛り付け、味にも工夫

を重ねてきました。「噛むこと

や飲み込むことに不安が

ある方にも、ご家族や

ご友人と一緒に、

楽しい食事の時間

を過ごしてほしい」

― そんな私たち

の思いが、今回の

提携によって形に

なりました。

FNW
FUJITA NEWS WEB

フジタの最新情報がわかる！
公式YouTubeチャンネル
「FUJITA NEWS WEB」にも
取り上げられました！

Instagram

お家で作れる
病院食・嚥下食レシピの
発信はじめました

（左から）津市 南条弥生副市長、ラムちゃんパーク 小林誠支配人、七栗記念病院 平野哲副院長


